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面積配分

類似規模の

施設

東広島芸術文化ホール(2015)

長野市芸術館(2016)

静岡市清水文化会館(2012)

武蔵野市民文化会館(1984)鎌倉芸術館(1993)

鑑賞

活動

展示

窓口

コラボ

＊市民会館・文化会館の鑑賞機能の面積合計 ＊モデルボリュームの面積値 ＊0.7㎡/席とし、モデルから200席分を削減

・

・
メリット

デメリット

席数 大ホール1500席・小ホール500席

6144.20㎡

1533.50㎡

120.00㎡

291.75㎡

1513.20㎡

63.9%

16.0%

1.2%

3.0%

15.9%

大ホール1200席・小ホール500席 大ホール1200席・小ホール300席

6004.20㎡

1533.50㎡

120.00㎡

291.75㎡

1653.20㎡

61.8%

16.0%

1.2%

3.0%

18.0%

6875.37㎡

1533.50㎡

120.00㎡

291.75㎡

782.03㎡

71.6%

16.0%

1.2%

3.0%

8.2%

現在の利用を最大限反映できる

現在の最大規模のイベント「駒澤大学附属苫小

牧高校 定期演奏会」が実施可能

・

・

コラボスペースの面積が圧迫される

市民の利用にはやや大規模で、利用料が高価格

になる可能性がある

・

・

市民の利用に適した規模

「明倫中学校吹奏楽部 定期演奏会」や「西高等

学校吹奏楽部 定期演奏会」までは実施可能

・

・

現在の最大規模のイベント時は公演数を増やす

などの工夫が必要

小規模のイベントへの対応が困難

・

・

コラボスペースの面積が潤沢にとれる

市民の利用に応じたバリエーションがとれる

・

・

現在の利用を最大限維持するためには、建築

設計や利用上の工夫が必要

中規模(300席～800席)のイベントの利用料が

高価格になる可能性がある

鑑賞

活動

展示

窓口

コラボ

鑑賞

活動

展示

窓口

コラボ


